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中岳洞穴の発見

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
海
か
ら
遠
く
離

れ
た
場
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
マ
グ

リ
や
サ
ル
ボ
ウ
と
い
っ
た
貝
殻
も
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

骨
を
加
工
し
た
カ
ン
ザ
シ
や
、
貝
殻

に
刃
を
施
し
た
貝か
い

刃じ
ん

と
い
っ
た
も
の
も

出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
人
た
ち
の
技

術
の
高
さ
や
素
材
を
大
切
に
活
か
す
工

夫
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

中
岳
洞
穴
の
近
く
に
は
、
花
房
洞
穴

や
県
境
に
も
尾
平
野
洞
穴
と
い
っ
た
、

自
然
に
で
き
た
洞
穴
を
利
用
し
た
生
活

の
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
南
之
郷

中
岳
洞
穴
は
入
口
高
約
1.5
ｍ
、
間
口

高
約
６
ｍ
、
奥
行
き
約
60
ｍ
の
自

然
洞
穴
を
住
居
と
し
て
利
用
し
た
洞
穴
遺

跡
で
す
。昭
和
44
年
に
現
地
調
査
を
行
い
、

縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
を
採
集
、
そ
の
後

昭
和
53
～
54
年
に
本
格
的
な
発
掘
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
成
果
と
し
て
、
出
土
遺
物
よ
り

縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
（
約
４
０
０
０

年
前
か
ら
約
２
３
０
０
年
前
）
に
か
け
て

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
洞
穴
間
口
付
近
か
ら
は
炉
の
跡
が
検

出
し
、
そ
こ
を
中
心
に
遺
物
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

　

出
土
し
た
土
器
は
日
本
初
の
全
く
新
し

い
形
の
土
器
で
、
遺
跡
の
名
前
を
取
っ
て

「
中
岳
式
土
器
」
と
命
名
さ
れ
、
南
九
州

の
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
と
し
て
考
古
学

研
究
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

日
常
使
用
す
る
土
器
や
石
器
の
他
に
、

出
土
し
た
遺
物
に
は
、
当
時
の
人
た
ち
の

食
生
活
の
様
子
が
う
か
が
え
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
と
い
っ
た
大

型
の
動
物
や
、
タ
ヌ
キ
、
ア
ナ
グ
マ
、
ウ

サ
ギ
、
ム
サ
サ
ビ
、
サ
ル
、
キ
ジ
な
ど
の

小
型
の
動
物
や
鳥
類
の
骨
も
大
量
に
見
つ

曽於市HP内
「中岳洞穴」で検索

一
帯
の
み
な
ら
ず
、
曽
於
市
内
の
山
間

部
に
は
、
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
洞

穴
遺
跡
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
ま
す
。

【アクセス】
垂水南之郷線（71 号線）から平
沢津地区をぬけ、中岳ダム方向
へ。岩戸橋付近に洞穴の案内看板
あり。橋から 50 ｍほど山中に入っ
たところ。

※注意　洞穴内は危険
なので立入はご遠慮く
ださい。

遺物は末吉歴史民俗資料館に展示しています


